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1．はじめに 

鉄筋コンクリート床版（以下，RC床版）は，道路橋の

構成部材中で大型車両等の交通荷重を直接受ける部材で

あり，疲労破壊による老朽化が問題視されている．一方，

これまで橋面補修材料として速硬コンクリート（以下，

FC）やラテックス改質速硬コンクリート（以下，LFC）

について様々な研究が行われてきた 1) ．  

本研究では，FC及び LFCを用いて補修を行った RC床

版について，定点繰返し載荷試験を行い，その疲労耐久

性について検討している．  

 

2．実験概要 

2.1 コンクリート配合及び供試体概要 

表-1には，下地コンクリート及び補修コンクリートの

配合を示す．FCは，W/Cを 51.2%としたコンクリートに

速硬性混和材（F）及び硬化調整剤（Re）を外割添加した

速硬コンクリートである．また，LFC は FC の単位水量

の 120kg/m
3 をラテックス（L）に置換したラテックス改

質速硬コンクリートである． 

図-1には補修厚さを80mmとしたRC床版（以下，供試

体）の寸法形状及び載荷位置を示す．寸法形状は900×900

×160mmであり，せん断破壊が先行するように，鉄筋は

すべて降伏強度が394N/mm
2で呼び名がD13の異形鉄筋と

し，純かぶり33.5mmとした．また，支間長は700mm，せ

ん断スパン比を2.2とした． 

表-2には供試体の種類を示す．いずれの供試体も厚さ

は 160mmであり，各下地コンクリート床版を打設した後，

28d湿布養生＋28d以上気中養生を行い，補修コンクリー

トを 40または 80mmの厚さで打設した．また併せて，未

補修コンクリート床版（PL）についても作製した． 

2.2 試験方法 

 定点繰返し載荷試験において疲労載荷回数は全ての供

試体で 200万回行い，周波数は 4.0Hzの正弦波で行った．

上限荷重は静的載荷の最大荷重の計算値の約 0.5 倍に相

当する 160kNとし，下限荷重は 20kNとした.また，併せ

て材齢 28d（湿布養生）において各コンクリートの曲げ

及び圧縮強度も測定した. 
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表-1 コンクリートの配合 

種類 
W/C 

(W/B) 

P/C   

(P/B) 

単位量 (kg/m
3
) 外割添加 (kg/m

3
) フレッシュ性状 

W L C S G F Re スランプ(cm) 空気量(%) 

下地 67.0 ― 183 ― 274 857 960 ― ― 20.5 4.5 

FC 
51.2 

(38.0) 
― 172 ― 

336 795 975 

117 4.53 10.0 2.5 

LFC 
35.1 

(26.0) 

16.1 

(11.9) 
52 120 117 4.53 18.0 2.0 
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図-1 供試体寸法形状及び載荷位置 

表-2 供試体の種類 

略名 
下地コンクリー

ト厚さ(mm) 

補修コンクリー

ト厚さ(mm) 

補修 

材料 

PL160 160 ― ― 

FC40 120 40 
FC 

FC80 80 80 

LFC40 120 40 
LFC 

LFC80 80 80 
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3. 試験結果及び考察 

表-3には各コンクリートの曲げ及び圧縮強度を示す．

FC及びLFCの曲げ及び圧縮強度はPLに比べて極めて大

きく，圧縮強度は2倍以上である．また，LFCの曲げ強度

は，PL及びFCと比べて2倍及び1.5倍程度を与える．これ

は，ラテックスの混入によって，供試体内部に形成され

るポリマー層の曲げ補強効果によるものと推察される． 

 図-2には，載荷終了後におけるPL160及びLFC80の供試

体下面のひび割れ状況を示す．いずれの供試体において

も疲労回数の増加に伴って，ひび割れは増加しPL160に最

も多くのひび割れが発生している．一方，LFC80に発生

したひび割れは最も少ない． 

 図-3には最大荷重下及び最小荷重下における引張鉄筋

ひずみと疲労回数の関係を示す．供試体中の引張鉄筋ひ

ずみは，載荷荷重にかかわらず補修厚さ40mmのものに比

べて80mmのものの方が小さい． 

 図-4には，最大荷重下及び最小荷重下における供試体

のたわみと疲労回数の関係を示す．当然のことながら疲

労回数の増加に伴いたわみは増加する．また，そのたわ

みは供試体によって異なり，FC80及びLFC80は載荷200

万回においてたわみが最も小さく0.7mm程度，PL160，

FC40及びLFC40で1mm程度である．このように引張鉄筋

ひずみ同様，補修厚さ80mmの供試体は40mmのものに比

べて，疲労回数の増加に伴うたわみの増加は小さい値を

示す．これは，補修厚さ80mmとした場合，圧縮強度及び

付着強度に優れている1) 
FC及びLFCが圧縮鉄筋下部にま

で打設されていることから，40mmのものに比べ，下地コ

ンクリート及び鉄筋に対して補修コンクリートが一体化

し，引張鉄筋ひずみを低減させたことに起因するものと

考えられる． 

なお，最大荷重下においてLFC80の引張鉄筋ひずみに

比べてFC80は大きい値を示したのにもかかわらず，たわ

みがFC80と同程度であった．これは，LFCの曲げ強度は

FCに比べて大きいため，本来鉄筋に生じる応力をLFCが

負担し，同程度のたわみになったものと推察される． 

 

4．結論 

本研究を結論づければ以下の通りである． 

1）RC床版のひび割れ，引張鉄筋ひずみ及び供試体のた

わみの観点からは，FC及びLFCはRC床版の補修材料と

して有用であり，特にLFCはひび割れ発生の抑制効果

が高い.  

2）RC床版を補修する場合，補修材料にかかわらず圧縮鉄

筋の下部まで補修コンクリートを打設することで，そ

うでない場合と比べて疲労耐久性は向上する． 
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表-3 各コンクリートの曲げ及び圧縮強度 

種類 圧縮強度 (N/mm
2
) 曲げ強度 (N/mm

2
) 

PL 29.4 4.9 

FC 64.8 7.7 

LFC 62.1 11.2 
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図-3 引張鉄筋ひずみと疲労回数の関係 
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図-4たわみと疲労回数の関係 

図-2 供試体のひび割れ状況 
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